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私達は笑顔を大切にします

肌のぬくもりある医療
一．救急医療充実のため、診療連携の強化に努めます。

一．高度医療の実施、チ－ム医療の推進に努めます。

一．患者様の立場にたった医療サ－ビスの提供に努めます。

一．職員が働きやすく、誇りを持てる病院を目指します。

基本方針

地域医療への貢献
「肌のぬくもりある医療」の実践

基本理念
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行
路
と
し
て
表
在
静
脈
が
拡
張
、
怒
張

し
た
病
態
を
指
す
も
の
で
す
。
こ
の
場

合
、
外
科
的
治
療
の
対
象
と
な
ら
な
い

ど
こ
ろ
か
、
原
則
禁
忌
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か
ら
説
明
す

る
下
肢
静
脈
瘤
と
い
う
言
葉
は
、
一
次

性
（
原
発
性
）
下
肢
静
脈
瘤
を
指
す
と

ご
理
解
下
さ
い
。

　

下
肢
静
脈
瘤
は
、
男
性
よ
り
女
性
に

多
く
、
妊
娠
や
分
娩
を
契
機
に
発
生
し

や
す
く
、
遺
伝
性
が
あ
り
、
加
齢
と
と

も
に
増
加
し
ま
す
。
立
ち
仕
事（
理
容
師
、

美
容
師
、
調
理
師
、
店
員
な
ど
）
に
従

事
す
る
人
に
多
く
、
又
進
行
し
や
す
い

　

写
真
の
よ
う
に
美
容
上
の
問
題
も
大

き
い
の
で
す
が
、
症
状
と
し
て
多
い
の

は
、
易
労
感
、
だ
る
さ
、
こ
む
ら
返
り
、

痛
み
、
熱
感
な
ど
で
す
。
下
肢
静
脈
瘤

が
進
行
す
る
と
、
下
腿
部
（
膝
か
ら
下
）

の
皮
膚
の
萎
縮
や
皮
膚
炎
、
湿
疹
を
併

発
し
、
最
終
的
に
潰
瘍
形
成
し
出
血
を

繰
り
返
す
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

下
肢
静
脈
瘤
は
、
そ
の
成
因
か
ら
一

次
性
（
原
発
性
）
と
二
次
性
（
続
発
性
）

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
二
次
性
（
続
発
性
）

静
脈
瘤
と
は
、
下
肢
の
深
部
静
脈
が
何

ら
か
の
原
因
に
よ
り
閉
塞
し
、
側
副
血

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
肢
静
脈
瘤
の
原
因
は
、
表
在
静
脈

（
伏
在
静
脈
）
か
ら
深
部
静
脈
へ
流
入
す

る
部
分
の
弁
不
全
に
よ
り
、
立
位
で
深

部
静
脈
か
ら
表
在
静
脈
へ
血
液
の
逆
流

が
起
こ
り
、
表
在
静
脈
が
常
に
拡
張
し

た
状
態
が
長
時
間
続
く
た
め
、
静
脈
壁

が
伸
び
き
り
瘤
を
形
成
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

院　長

柏木　孝仁

（図２）

逆流

逆流

正常下肢の
静脈血の流れ

静脈瘤における
血液の流れ

下肢静脈瘤に
ついて

１
．
下
肢
静
脈
瘤
と
は

　

足
の
静
脈
が
瘤
の
よ
う
に
膨
ら
ん
だ
状
態
を
下
肢
静
脈
瘤
と
呼
び
ま
す
。（
図
１
）（図１）

シリーズ

ド
ク
タ
ー
の

お
話

ド
ク
タ
ー
の

お
話



NUKUMORI  No.363

（図３）

解放 閉鎖

潰
す
と
い
う
考
え
方
で
す
。

③
レ
ー
ザ
ー
治
療
、

　
　
　
ラ
ジ
オ
波
治
療

　

レ
ー
ザ
ー
フ
ァ
イ
バ
ー
を
大
伏
在
静

脈
内
に
挿
入
し
、
内
側
か
ら
血
管
を
焼

い
て
閉
塞
さ
せ
る
方
法
で
す
。
大
伏
在

静
脈
を
穿
刺
し
て
フ
ァ
イ
バ
ー
を
挿
入

す
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
傷
が
目
立
た
ず
、

侵
襲
も
少
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

ち
ら
は
３
年
前
に
保
険
適
応
と
な
り
ま

し
た
。
レ
ー
ザ
ー
の
代
わ
り
に
、
ラ
ジ

オ
波
を
使
用
す
る
方
法
も
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
ま
だ
保
険
適
応
に

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

最
も
傷
の
目
立
た
な
い
治
療
法
で
す

が
、
進
行
し
た
静
脈
経
の
太
い
症
例
に

は
適
応
が
あ
り
ま
せ
ん
。
近
い
将
来
、

ラ
ジ
オ
波
治
療
も
保
険
適
応
に
な
り
ま

す
の
で
、
当
院
で
も
い
ず
れ
か
の
装
置

の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

３
．
最
後
に

　

下
肢
静
脈
瘤
は
、
残
念
な
が
ら
自
然

治
癒
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
治
療
を
行
わ

な
け
れ
ば
、
徐
々
に
、
し
か
し
確
実
に

進
行
し
て
い
き
ま
す
。
下
肢
静
脈
瘤
で

お
困
り
の
方
は
、
一
度
ご
相
談
下
さ
い
。

期
間
が
１
〜
２
週
間
と
長
期
間
必
要
で

し
た
。

　

し
か
し
最
新
の
方
法
と
し
て
、
周
囲

組
織
の
損
傷
が
少
な
い
内
反
式
ス
ト

リ
ッ
ピ
ン
グ
術
と
特
殊
局
所
麻
酔
薬
（
Ｔ

Ｌ
Ａ
麻
酔
薬
）
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

全
身
麻
酔
や
腰
椎
麻
酔
を
必
要
と
せ
ず
、

入
院
が
短
期
間
で
済
む
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
当
院
で
も
こ
の
方
法
に
、
静

脈
瘤
切
除
術
を
併
用
し
、
１
〜
２
泊
の

入
院
で
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
硬
化
療
法

　
（
高
位
結
紮
術
併
用
）

　

硬
化
療
法
と
は
、
静
脈
内
に
硬
化
剤

（
高
張
ナ
ト
リ
ウ
ム
液
、
エ
ト
キ
シ
ス
ク

レ
ロ
ー
ル
な
ど
）
を
注
入
し
、
擬
似
的

に
静
脈
炎
を
発
生
さ
せ
、
血
栓
形
成
、

静
脈
消
退
を
は
か
る
方
法
で
す
。
外
来

で
も
簡
単
に
で
き
、
傷
跡
も
残
ら
ず
、

数
回
の
通
院
で
治
療
可
能
で
す
。

　

し
か
し
こ
の
方
法
は
、
弁
不
全
に
よ

る
血
液
の
逆
流
と
い
う
根
本
原
因
を
治

療
し
て
い
な
い
た
め
、
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン

グ
術
に
比
べ
る
と
、
再
発
の
危
険
性
も

高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

硬
化
療
法
施
行
時
に
、
大
伏
在
静
脈
根

部
を
結
紮
（
高
位
結
紮
）
し
、
穿
通
枝

の
弁
不
全
が
あ
れ
ば
同
様
に
結
紮
す
る

高
位
結
紮
併
用
硬
化
療
法
が
考
案
さ
れ

ま
し
た
。
静
脈
の
逆
流
の
防
止
は
高
位

結
紮
で
行
い
、
静
脈
瘤
は
硬
化
療
法
で

　

伏
在
静
脈
に
は
２
種
類
あ
り
、
足
の

付
け
根
か
ら
流
入
す
る
大
伏
在
静
脈
と
、

膝
裏
の
部
分
か
ら
流
入
す
る
小
伏
在
静

脈
で
す
。
静
脈
瘤
発
生
の
頻
度
は
、
大

伏
在
静
脈
系
が
圧
倒
的
に
多
い
よ
う
で

す
。
そ
し
て
弁
不
全
が
起
こ
る
理
由
で

す
が
、
正
常
で
は
図
の
如
く
静
脈
内
に

逆
流
防
止
弁
が
あ
り
、
常
に
静
脈
内
の

血
液
を
心
臓
方
向
に
進
ま
せ
る
働
き
を

し
て
い
ま
す
。（
図
３
）

　

長
時
間
の
立
ち
仕
事
や
妊
娠
や
分
娩

に
よ
り
、
静
脈
内
圧
が
上
昇
し
、
静
脈

が
拡
張
し
、
弁
も
押
し
広
げ
ら
れ
、
弁

の
間
に
隙
間
が
で
き
、
静
脈
の
逆
流
が

起
こ
り
ま
す
。
こ
の
状
態
が
反
復
、
持

続
す
る
と
、
弁
は
そ
の
負
担
に
耐
え
ら

れ
な
く
な
り
、
完
全
に
壊
れ
機
能
を
失

い
、
弁
不
全
と
な
り
ま
す
。

　

診
断
は
一
目
瞭
然
で
す
が
、
原
因
と

な
る
逆
流
位
置
同
定
の
た
め
、
下
肢
静

脈
造
影
や
超
音
波
血
流
計
、
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｏ

検
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

２
．
下
肢
静
脈
瘤
の
治
療

①
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
術

　

下
肢
静
脈
瘤
の
外
科
的
治
療
は
長
い

間
、
最
も
根
治
性
（
治
る
可
能
性
）
が

高
い
伏
在
静
脈
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
術
が

第
一
選
択
で
し
た
。
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ

術
と
は
、
大
伏
在
静
脈
根
部
を
結
紮
切

離
し
、
そ
の
部
か
ら
静
脈
末
梢
に
向
か
っ

て
ワ
イ
ヤ
ー
を
挿
入
、
ワ
イ
ヤ
ー
を
静

脈
ご
と
引
き
抜
く
こ
と
に
よ
り
、
大
伏

在
静
脈
を
摘
出
す
る
方
法
で
す
。

　

こ
の
術
式
の
短
所
は
、
静
脈
側
枝
が

引
き
ち
ぎ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
皮
下
出

血
や
、
伴
走
す
る
知
覚
神
経
を
損
傷
す

る
た
め
、
下
肢
の
知
覚
異
常
を
発
生
す

る
事
な
ど
で
す
。
又
、
手
術
の
た
め
に

腰
椎
麻
酔
か
全
身
麻
酔
が
必
要
で
、
術

後
も
数
日
の
安
静
を
要
す
た
め
、
入
院
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　宇佐高田地区で、これから働く、地域の病院と当院に就職した新人看護師に対し、一人前の
看護師として成長できるよう、集合教育と現場教育を連動して支援しています。

6月6日（金）　救急・災害の研修場面
　当院は急性期の入院患者さんがほとんどです。急変を十分意識して勤務する必要があります。突然の急変場面で
は、経験豊富な看護師でも慌ててしまいます。実際にその現場に遭遇した際、なかなか思うように体は動かないも
のです。今回の研修で学んだことを生かすために、繰り返し練習することを勧めています。

参加人数　21名
参加施設　佐藤第一病院・和田病院・高田中央病院・宇佐病院・千嶋病院・宇佐高田医師会病院
内　　容　13:30～15:30　心電図モニターの取り扱い、SPO₂による測定、心電図と重症不整脈について
　　　　　15:45～17:00　AED・BLS、気管挿管の準備と介助、止血、チームメンバーへの応援体制、災害時の対応

研修受講後の感想
・AEDの取り扱いが学べて良かった。今まで知らなかった。
・緊急時の対応について今日の講義で理解できた。
・気管内挿管の介助法が学べて良かった。
・気管内挿管を実際に介助する経験ができて良かった。
・救急時の対応や実際にAEDやCPRができて良かった。
・BLSのポイントが分かった。
・救急対応を知っておけば少しでも助けることができると思った。
・救急時の対応や連絡の重要性を学んだ。
・確実な技術を身に付ける必要があると感じた。
・たくさんの資料があって良かった。
・楽しかった。

看護教育委員会　新人教育担当　小野　康佳　

内　　　容
スタンダードプリコーションの実施
必要な防護用具の選択
医療廃棄物規定に沿った取り扱い
針刺し事故防止対策の実施と事故後の対応
洗浄・消毒・滅菌の適切な選択
無菌操作の実施
デザイン評価・予防と治療
オムツ交換・体位変換・回診・記録
NST・SGA
食事介助・口腔ケア
経管栄養法
医療現場で起こるインシデント
イラストKYT
誤薬防止の手順に沿った与薬
転倒転落防止策の実施
酸素吸入法
ネブライザー吸入
吸引（気管・口腔・鼻腔）
体位ドレナージ
人工呼吸器管理
心電図モニターの取り扱い・SPO₂による測定
心電図と重症不整脈について
AED・BLS
気管挿管の準備と介助、止血
チームメンバーへの応援体制・災害時の対応

13:30～15:30

15:45～17:00

13:30～16:30

13:30～16:30

13:30～14:15

14:30～17:00

13:30～17:00

13:30～15:30

15:45～17:00

指導担当

ICT
（感染防止対策チーム）

手術室看護課長

専任看護師
褥瘡委員

NST専門療法士

医療安全管理者

医療安全委員

呼吸療法認定士

手術室看護課長

DMAT
（災害派遣医療チーム）

5／2

5／9

5／16

5／23

5／30

6／6

感
染
防
止

医
療
安
全

呼
吸
・
循
環

救
急
・
災
害

Ｎ
Ｓ
Ｔ

褥
瘡

講　　師

今　永　茂　美

岡　崎　豊　子

出　島　美　紀
都　甲　　　優
奥　野　あゆみ
小　野　康　佳
林　　　幸　絵
今　永　茂　美

植　田　聡　子
岩　金　元　子

奥　野　あゆみ
小　野　康　佳
岡　崎　豊　子

岡　崎　豊　子

青　木　美　子
櫛　野　智恵美
藤　原　美　紀

日　　時
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実習・研修を受け入れています

　当院では、研修会の他に、実習生の受け入れを通
じ、次世代の地域医療の担い手の育成に、微力なが
ら協力させて頂いています。
　実習生には、患者さんの権利・安全・個人情報を
守ることを第一とした上で、実習を通して、将来に
つながる貴重な経験をしてもらっています。
　患者さんにご迷惑をお掛けすることのないよう、
職員一同、細心の注意を払い、指導にあたっていま
す。ご理解よろしくお願い致します。

■医事統計総括表（4月～6月）

25年度

1,560

2,154

548

596

845

165

71.8

15.7

65

329

71.5

52

（人）

（人）

（人）

（日）

（％）

（人）

（％）

（件）

26年度

1,542

2,229

528

483

702

516

74.3

14.7

68

334

75.2

88

25年度

1,638

2,447

575

414

998

460

78.9

14.2

72

360

64.5

65

26年度

1,635

2,240

520

461

608

651

72.3

13.3

66

423

63.2

69

25年度

1,604

2,460

666

521

826

447

82

15.4

75

395

60.7

56

26年度

1,689

2,377

428

635

771

543

79.2

14.5

72

420

48.4

73

科別内訳

4月 5月 6月

外 来 患 者 延 べ 人 数

入 院 患 者 延 べ 人 数

循 環 器

消 化 器

外 科

呼 吸 器

１ 日 平 均 入 院 患 者 数

平 均 在 院 日 数

病 床 利 用 利 率

紹 介 患 者 数

患 者 紹 介 率

救 急 車 搬 入 件 数

大 分 大 学 医 学 部
柳ヶ浦高等学校看護学科
中津ファビオラ看護学校

宇 佐 市 消 防 本 部

豊 後 高 田 市 消 防 本 部
東 九 州 短 期 大 学
別 府 大 学
九州総合スポーツカレッジ

医学部外実習・地域医療実習・卒後臨床研修
看護実習
看護実習
宇佐市消防職員専科教育救急科病院実習
救急救命士就業前・就業中病院実習・薬剤投与病院実習
救急救命士就業前病院実習・薬剤投与病院実習
栄養課実習
栄養課実習
医事課研修
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25 25 51 16 2

46

27 30 25

29 34

58

69 23 217

62

61 22 27 2

49 3027 2

64 23 121

65 2320

63 22 121

1826 3

42 29 34 3

36 29 39 3

42 32 32 2

29 30 42

22 27 37 19 1

男性

女性

回答なし

■満足　　■ほぼ満足　　■ふつう　　■やや不満　　■不満

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当院の予約制に満足していますか

再来機の使いやすさはどうですか

全体的に待ち時間はどうでしたか

■ 19歳以下
■ 30歳代
■ 40歳代
■ 50歳代
■ 60歳代
■ 70歳代
■ 80歳代
■ 90歳以上
■ 回答なし

■ 外科
■ 循環器科
■ 消化器科
■ 呼吸器科
■ 血液内科
■ 腎臓内科
■ 肝臓内科
■ 回答なし

「患者様の立場に立った医療サービスのために」業務・サービス改善委員会
　患者サービス向上を図るため、平成26年４月28日から５月９日まで、外来患者様にご協力を頂き、患者様満足
度調査を行いました。その結果をご報告致します。今後、調査結果をもとに、患者様のご要望に添った改善に取り
組んで参りたいと思います。ご協力、誠にありがとうございました。

33

222

16

3841

21

■調査対象性別割合

■待ち時間の満足度について

■年齢構成 ■受診科目

回答数：128件

31

29
29

28

3 6

1 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

医師の言葉遣い、応対は丁寧でしたか

医師はあなたの話をよく聞きますか

医師には質問や相談はしやすいですか

医師の診察時間はどうですか

看護師の言葉遣い、応対は丁寧でしたか

受付・会計での言葉遣い、応対は丁寧でしたか

その他の職員の言葉遣い、応対は丁寧でしたか

■職員の対応についてお聞きします

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当院の全体の感想はいかがでしたか

■総合的に判断して

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

案内表示は分かりやすいですか

トイレなど全体的な清掃状態はどうでしたか

プライバシーの配慮はされていましたか

感染や医療安全に配慮されていると思いますか

駐車場は使いやすいですか

■施設の環境・清潔についてお聞きします　　　　　　　

患者様満足度調査報告

59

63

6

▼ご意見①

車を停める場所がなくて、探すのに苦労しまし
た。駐車場を増やすことはできないでしょうか？

▼お答え①

ご迷惑をお掛けして、大変申し訳ありません。病
院の立地の関係で、駐車場の増設が難しく、現
在、職員が枠外に詰めて駐車することで、患者さ
んの駐車スペースの確保に努めています。

▼ご意見②

看護師さんがとても親切で安心できます。
全員すばらしいです。

▼お答え②

お褒めの言葉を頂き、本当にありがとうございま
す。頂いたお言葉や患者さんの笑顔を励みに、職
員一同、さらに努力してまいります。

ご意見ありがとうございました。
文責　院長　柏木　孝仁

＊ご意見は、要約して掲載させていただいております。
　ご了承下さい。

49 39 19 3

材料（2人前）
炊いたご飯 ・・・・・・・・・ 400ｇ
合挽肉 ・・・・・・・・・・・ 40ｇ
玉葱（荒みじん） ・・・・・・ 40ｇ
人参（荒みじん） ・・・・・・ 10ｇ
炒め油 ・・・・・・・・・・・ 4ｇ
カレールウ（市販） ・・・・・ 50ｇ
水 ・・・・・・・・・・・・・ 400㏄
茄子（拍子切り） ・・・・・・ 80ｇ
パプリカ（三角形に切る） ・・ 10ｇ
ピーマン（三角形に切る） ・・ 10ｇ
揚げ油 ・・・・・・・・・・・ 適量
福神漬け ・・・・・・・・・・ 20ｇ

作り方
①鍋に油をひき、玉葱をよく炒める。
　次に人参、挽肉を入れさらに炒める。
②水を加え煮立ったら、カレー粉を入れ煮込む。
③切った野菜を素揚げする。
④皿にご飯を盛り、カレーをかけ、
　野菜と福神漬けを飾って出来上がり。

暑い夏に食べたくなる、
挽肉カレー（揚げ野菜添え）を
紹介します。

カレーは、具が挽肉と細かく刻んだ
野菜なので、時間がかかりません。
色とりどりの夏野菜が食欲を
そそります。是非お試し下さい。

●日時
　平成26年8月23日(土）　19時～
　（雨天の場合は中止）
●場所
　宇佐高田地域成人病検診センター前駐車場

ぜひ、ご家族お揃いで、ご来場ください。

宇佐高田医師会病院では、地域の中核病院として、地域医療に貢献し、医療水

準の向上に努めるとともに、心のこもった安心できる医療体制の構築、即ち「肌

のぬくもりある医療」の実践を基本理念としています。また患者様との信頼関

係を高めるため、患者様と医療者のパートナーシップの確立を重要な事柄と

し、患者さま参加型医療の確立に取り組んでいます。

・ご自身の状態や医療行為について十分理解できるまで説明を受けることができま

す。

・医療者から十分理解できるまで説明を受けた上で、自由意志に基づき医療行為を

選択または断ることができます。

・主治医より受けた診断、治療方針について他の専門家に意見を求めたい場合は、

セカンドオピニオン制度を利用することができます。

・ご自身の診療に関する記録などの情報に関して、開示を求めることができます。

・個人情報やプライバシーは保護されています。

・病院に対し種々の提言をすることができ、医療や看護行為について相談すること

ができます。

・ご自身の健康状態や変化は、速やかにそして正確に医療者にお伝えください。

・検査や治療などの医療行為は、十分な理解と合意の上で受けてください。書類に

署名をしていただくことがあります。

・納得できないことや、理解しづらいことは遠慮せずにご質問ください。

・メモは遠慮なく取ってください。

・安全確保のためいろいろな場面で患者様ご本人の確認をさせていただくことがあ

ります。

・薬剤の確認など、自らの医療に積極的に参加してください。

・病院の快適な医療環境の維持にご協力ください。

患者様と医療者のパートナーシップ方針

患者様の権利

患者様へのお願い

宇佐高田医師会病院　病院長
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材料（2人前）
炊いたご飯 ・・・・・・・・・ 400ｇ
合挽肉 ・・・・・・・・・・・ 40ｇ
玉葱（荒みじん） ・・・・・・ 40ｇ
人参（荒みじん） ・・・・・・ 10ｇ
炒め油 ・・・・・・・・・・・ 4ｇ
カレールウ（市販） ・・・・・ 50ｇ
水 ・・・・・・・・・・・・・ 400㏄
茄子（拍子切り） ・・・・・・ 80ｇ
パプリカ（三角形に切る） ・・ 10ｇ
ピーマン（三角形に切る） ・・ 10ｇ
揚げ油 ・・・・・・・・・・・ 適量
福神漬け ・・・・・・・・・・ 20ｇ

作り方
①鍋に油をひき、玉葱をよく炒める。
　次に人参、挽肉を入れさらに炒める。
②水を加え煮立ったら、カレー粉を入れ煮込む。
③切った野菜を素揚げする。
④皿にご飯を盛り、カレーをかけ、
　野菜と福神漬けを飾って出来上がり。

暑い夏に食べたくなる、
挽肉カレー（揚げ野菜添え）を
紹介します。

カレーは、具が挽肉と細かく刻んだ
野菜なので、時間がかかりません。
色とりどりの夏野菜が食欲を
そそります。是非お試し下さい。

●日時
　平成26年8月23日(土）　19時～
　（雨天の場合は中止）
●場所
　宇佐高田地域成人病検診センター前駐車場

ぜひ、ご家族お揃いで、ご来場ください。

宇佐高田医師会病院では、地域の中核病院として、地域医療に貢献し、医療水

準の向上に努めるとともに、心のこもった安心できる医療体制の構築、即ち「肌

のぬくもりある医療」の実践を基本理念としています。また患者様との信頼関

係を高めるため、患者様と医療者のパートナーシップの確立を重要な事柄と

し、患者さま参加型医療の確立に取り組んでいます。

・ご自身の状態や医療行為について十分理解できるまで説明を受けることができま

す。

・医療者から十分理解できるまで説明を受けた上で、自由意志に基づき医療行為を

選択または断ることができます。

・主治医より受けた診断、治療方針について他の専門家に意見を求めたい場合は、

セカンドオピニオン制度を利用することができます。

・ご自身の診療に関する記録などの情報に関して、開示を求めることができます。

・個人情報やプライバシーは保護されています。

・病院に対し種々の提言をすることができ、医療や看護行為について相談すること

ができます。

・ご自身の健康状態や変化は、速やかにそして正確に医療者にお伝えください。

・検査や治療などの医療行為は、十分な理解と合意の上で受けてください。書類に

署名をしていただくことがあります。

・納得できないことや、理解しづらいことは遠慮せずにご質問ください。

・メモは遠慮なく取ってください。

・安全確保のためいろいろな場面で患者様ご本人の確認をさせていただくことがあ

ります。

・薬剤の確認など、自らの医療に積極的に参加してください。

・病院の快適な医療環境の維持にご協力ください。

患者様と医療者のパートナーシップ方針

患者様の権利

患者様へのお願い

宇佐高田医師会病院　病院長
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　氏　名　　　　専　門　領　域

陣林　伯男　　　循環器　内科一般

近藤　克洋（非常勤）循環器科一般

篠原　徹二（非常勤）循環器　内科一般

齋藤聖多郎（非常勤）循環器　内科一般

松成　　修　　　消化器科一般

福田　健介　　　消化器科一般

中島　仁典（非常勤）消化器　肝臓病　内科一般

有馬　　誠（非常勤）腎臓内科一般　

中山　俊之（非常勤）血液内科　内科一般

科　　別時間帯

午 前

午 後

　氏　名　　　　専　門　領　域

柏木　孝仁　　　消化器外科　下肢静脈瘤　外科一般

山方　伸茂　　　消化器外科　外科一般

近沢　信人　　　消化器外科　外科一般

坂井　　寛　　　消化器外科　外科一般

望月　　淳　　　呼吸器内科　老年科

井上　聡一（非常勤）呼吸器科一般　第１水曜

吉松　哲之（非常勤）呼吸器科一般　第３水曜

じん ばやし のり お かしわ ぎ たか ひと

やま がた のぶ しげ

ちか のぶ ひと

さか い

ざわ

ひろし

もち づき あつし

循環器科

消化器科

外科

呼吸器科

腎臓内科

血液内科

外来担当医師一覧表

●外来受付時間
　午前８：30～11：00（午後の特殊外来は、午後３：00まで受付）
　予約の患者様が優先になります。ただし、急患はこの限りでは
　ありません。
　※当病院は、原則として紹介状が必要です。

●診療時間
　午前９：00～12：00／午後１：00～４：00（腎臓内科）
　　　　　　　　　　　 午後２：00～５：00（血液内科）
●休診日
　土曜日午後、日曜日、祝祭日、年末年始（12/30 ～ １/３）

平成26年７月31日現在

こん どう かつ ひろ

しの はら てつ じ

まつ なり

ふく だ けん すけ

なか しま ひろ のり

あり ま まこと

なか やま とし ゆき

たしょう

おさむ

さい とう ろう

土金木水火月

循 環 器

外 　 科

消 化 器

内 視 鏡

呼 吸 器

循 環 器

腎 臓 内 科

血 液 内 科

―

―

―

―

―

―

―

―

陣　林

柏　木

松　成

福　田

―

―

有馬（第1･第3）

中山（第2･第4）

―

坂　井

中　島

福　田

望　月

近　藤

（心カテ検査）

―

―

齋　藤

陣林（ペースメーカ）

山　方

福　田

松　成

※下記参照

―

―

―

篠　原

柏　木

中　島

松　成

望　月

―

―

―

陣　林

近　沢

松　成

福　田

―

―

―

―

　向日葵の和名の由来は、太陽の動きに連れ、その方向

を追うように花が回ると言われたことからだそうです。

　今年も厳しい暑さに負けてしまいそうになりますが、

向日葵のように力強く、下を向かずに乗り切っていきたい

と思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　広報委員

編集後記編集後記

そういの うえ いち

てつよし まつ ゆき

※

※

駅
館
川 宇佐高田医師会病院

宇佐高田地域成人病検診センター

宇佐神宮 ●
轟木整形
外科病院

トライアル
●

宇佐高校
●

メルクス
●

宇佐市役所
●

←中津市

安心院
院内
↓

←中津方面

国道10号線

豊
後
高
田
市
→

大分市→

大分方面→

柳ヶ浦駅 豊前長洲駅 J R日豊本線

宇佐駅
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〒872-0102 大分県宇佐市大字南宇佐635
TEL 0978-37-2300㈹ FAX 0978-37-2307

ホームページ　http://www.utihp.jp/

これまでの広報誌「ぬくもり」もホームページで閲覧できます。

宇佐高田医師会病院

●地域医療支援病院
●（財）日本医療機能評価機構認定（Ver.5.0）
●第2次救急指定医療機関・災害拠点病院（大分DMAT指定病院）
●僻地医療拠点病院・大分県HIV診療協力病院
●第２種感染症指定医療機関（SARS初療機関）
●大分県重症難病患者医療ネットワーク基幹協力病院
●協力型臨床研修病院・循環器専門医研修関連施設
●日本がん治療認定医機構認定研修施設
●日本呼吸器内視鏡学会専門医制度関連認定施設
●日本消化器病学会専門医研修関連施設
●肝疾患診療協力医療機関
●マンモグラフィー画像認定施設
●NST稼働施設認定病院


